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住宅防火　７つのポイント

１　寝たばこは、絶対やめる
２　ストーブは、燃えやすいものから離れた
　　位置で使用する
３　ガスこんろなどのそばを離れるときは、
　　必ず火を消す

１　逃げ遅れを防ぐため、住宅用火災警報器
　　を設置する
２　寝具、衣類やカーテンから火災を防ぐた
　　めに、防炎品を使用する
３　火災を小さいうちに消すために住宅用消
　　火器を設置する
４　お年寄りや身体の不自由な人を守るため
　　に、隣近所の協力体制をつくる

３つの習慣

４つの対策

設置しましたか！

ご
家
庭
に
消
火
器
を

　
　
　
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う

住宅用火災警報器
　平成23年６月１日から設置が
義務化されています。まだ、設
置していないご家庭は早く設置
してください。設置していて火
災に至らなかった事例が全国で
多く報告されています。

住宅用火災警報器推定設置率

・
火
災
は
小
さ
い
う
ち
に
す
ば
や
く
消
火
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

・
初
期
消
火
に
は
消
火
器
が
も
っ
と
も
多
く

使
わ
れ
、
た
い
へ
ん
有
効
で
す
。

・
だ
れ
で
も
目
に
付
き
取
り
出
し
や
す
い
場

所
に
置
き
ま
し
ょ
う
。

・
定
期
的
に
点
検
を
し
て
古
く
な
っ
た
も
の

は
破
裂
の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
の
で
交
換

し
ま
し
ょ
う
。

・
使
い
方
を
も
う
一
度
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

消防本部名
全 国

大 分 県

国 東 市
大 分 市

別 府 市

中 津 市

日田玖珠広域

佐 伯 市

臼 杵 市

津 久 見 市

竹 田 市

豊後高田市

杵 築 速 見

宇 佐 市

豊後大野市

由 布 市
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65.1%
調査日　平成23年６月
調査は消防本部単位で実施

推定設置率

　

毎
年
11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
、
秋
季
全
国

火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
運

動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を

図
る
こ
と
で
、
火
災
の
発
生
を
防
止
す
る
と
と

も
に
、
高
齢
者
を
中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を

減
少
さ
せ
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
、
一
人
ひ
と
り
が
火
を
取
扱
う
こ

と
に
責
任
感
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
安
心
・
安

全
な
国
東
市
を
目
指
し
て
火
災
予
防
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

消火器の使い方消火器の使い方

1

2

3
レバー
を強く握る

安全栓を引く

ホース 又は
ノズルを
火元に向ける

平成23年１月～９月30日までの出動件数平成23年１月～９月30日までの出動件数
火災出動は 救急出動は 救助出動は

昨年同期は 昨年同期は 昨年同期は

27件 1085件 18件

18件 1002件 24件


